



　2018 年 11 月 29 日，木下，坂本，国立歴史民俗博物館の藤尾慎一郎氏はうるま市教育委員会の
大城剛氏ならびに横田昌樹氏と協議のうえ，うるま市平
























れた［金武編 1980］。1989 ～ 1990 年，同じ岩地原地区において発電所建設に伴う緊急発掘調査が具
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　第Ⅱ層でゴホウラ類の集積 1 基とイモガイ類の集積 3 基がみつかっている。ゴホウラ類の集積は
ゴホウラ 4 個とアツソデガイ 2 個からなり，ここからゴホウラ 2 個を選んだ（写真 1）。イモガイ













の倉庫建設に伴う事前調査として 1992 ～ 1993 年に沖縄県教育委員会によって発掘調査が行われた
［島袋洋編 2006］。層序は，基盤のⅦ層（白砂層）の上に貝塚前期から後期に至る遺物包含層（Ⅵ層
図 1　平敷屋トウバル遺跡出土ゴホウラ集積出土状況とゴホウラ腕輪粗加工品
（横尾昌樹他編 2014：『平敷屋トウバル遺跡』，うるま市教育委員会の第 8 図，
図版４，図版 38 をもとに作成）







Ⅴ層は貝塚後期前半の土器が主体をなす層である。貝殻集積のうちの集積 1，集積 2，集積 7 から
それぞれ 1 点，2 点，2 点を選び，炭素 14 年代を測定した。5 点とも，外唇から楔状に小片を切り取っ
て試料とした。
　集積 1 はイモガイ類 7 個（アンボンクロザメ 4，イボカバイモ 3）からなり，このうちのアンボ
ンクロザメ 1 個を選択した。集積 2 はアンボンクロザメ 10 からなり，このうちの 2 個を選択した。




育委員会によって実施された［横尾他編 2014］。Ⅰ 9 区Ⅵ層においてゴホウラ 5 個からなる集積 1




の東南 5 km にある小島，津堅島の東南海岸に立地している。2003 年に道路敷設工事に伴い勝連町
教育委員会（当時）が発掘調査を行い，地山Ⅸ層の上に遺物包含層Ⅷ～Ⅳ層が連続していること，








　Ⅶ層では 5 基の貝殻集積が検出されており，このうちの 6 号集積（no.2539）（図 2）で出土した
アンボンクロザメ 13 点のなかから選んだ 3 点（写真 3）の年代測定を行った。なお，土器の付着物
による AMS- 炭素 14 年代測定が行われており，Ⅳ層で 430 ～ 620 cal AD（2σ），Ⅵ層で 240 ～ 440 
cal AD（2 σ）の年代が得られている［横尾他編 2014］。











て外唇から楔状に 200 ～ 300 mg の小片を切り取り，（株）パレオ・ラボに送付して酸エッチング
と加速器質量分析計による炭素 14 年代測定（AMS-14C 法）を依頼した。また，ゴホウラはダイヤ








1. 貝の炭素 14 年代と較正年代
　貝資料の測定結果を，遺跡ごとに表１に示す。平敷屋トウバル遺跡のゴホウラは，集積 1（県調
査分）のアンボンクロザメとともに 2,600 14C BP 台後半の炭素 14 年代を示した。一方，県調査分
の集積 2 のアンボンクロザメは 2,300 14C BP 台後半，集積 7 のアンボンクロザメは 2,300 14C BP 台
前半の炭素 14 年代を示した。宇堅貝塚のゴホウラとアンボンクロザメは 2,600 14C BP 前後と 2,400 





　各遺跡におけるローカルリザーバー効果（Δ R）を 0 と仮定し，較正曲線 Marine13［Reimer et 
al. 2013］に基づき，較正プログラム OxCal［Bronk Ramsey 2009］を用いて算出した較正年代の確
率密度分布を図 3 に示す。平敷屋トウバル遺跡のゴホウラは，集積 1（県調査分）のアンボンクロ
ザメとともに紀元前 5 ～ 4 世紀の較正年代を示し，集積 2 のアンボンクロザメは紀元前 1 世紀，集
積 7 のアンボンクロザメは紀元前後の較正年代を示した。宇堅貝塚のアンボンクロザメは紀元前 2
～ 1 世紀，ゴホウラは紀元前 4 ～ 3 世紀の較正年代を示し，時期差が認められる。津堅貝塚のアン




燥重量の割合）は 3.4 ～ 5.0 % で非常に良好であった（表２）。さらに炭素・窒素含有量から計算さ
れた C/N 比は，3 個体とも 3.4 を示し，良好なコラーゲンの指標である 2.9 から 3.6 の間に収まっ
ていた（表 3）。したがって，いずれの個体も保存状態がとても良好であり，良質なコラーゲンを
遺






















ゴホウラ  ONTB-16 外唇 粉状 217.9 PLD-37742 2658±20 415-355BC (1σ) 第 9 図 4475-340BC (2σ)
ゴホウラ  ONTB-15 外唇 粉状 211.5 PLD-37741 2655±20 410-355BC (1σ) 第 9 図 2475-340BC (2σ)
集積 2
アンボン
クロザメ ONTB-1996-45 外唇 小片 239.6 PLD-37711 2391±19
115-30BC (1σ) 県調査160BC-AD10 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTB-1996-46 外唇 小片 243.4 PLD-37712 2381±21
105-15BC (1σ) 県調査150BC-AD25 (2σ)
集積 7
アンボン
クロザメ ONTB-1996-49 外唇 小片 236,6 PLD-37715 2351±18
55BC-AD25 (1σ) 県調査105BC-AD60 (2σ)
アンボン









ゴホウラ ONUK-19 外唇 粉状 214.2 PLD-37743 2603±20 385-320BC (1σ) G-7-11第Ⅱ層395-240BC (2σ)





クロザメ ONUK-17 外唇 小片 228.4 PLD-37709 2455±21
195-105BC (1σ) 第 1 集積240-45BC (2σ)
アンボン
クロザメ ONUK-18 外唇 小片 210.3 PLD-37710 2412±20







クロザメ ONTK-13 外唇 小片 207.0 PLD-37707 2021±18
AD335-410 (1σ) 7AD280-430 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTK-12 外唇 小片 232.3 PLD-37706 1975±18
AD380-450 (1σ) 3AD340-490 (2σ)
アンボン
クロザメ ONTK-14 外唇 小片 220.6 PLD-37708 1964±20




























1000 500 1calBC/1calAD 501
Calibrated date (calBC/calAD)






　具志川グスク崖下地区の各個体の炭素同位体比（δ 13C）と窒素同位体比（δ 15N）を表 3 に示す。




ク質源の炭素・窒素同位体比と比較した結果，3 個体は C3 資源と海産資源を混合した食性であっ
たと考えられる（図 4）。特に窒素同位体比が高く，陸生動物や海産資源などの肉類の摂取が多かっ
たと推測される。具志川グスク崖下地区出土古人骨における炭素分画の海産資源寄与率はいずれも
40 ± 10 % 程度であった（推定方法は藤尾他［2020］を参照）。
（4）炭素 14 年代
　具志川グスク崖下地区の各個体の放射性炭素年代測定の結果を表 2 に示す。ONGGG-376 は，他
の 2 個体よりもやや古い炭素 14 年代を示した。
（5）較正年代
　暦年較正用解析ソフト OxCal［Bronk Ramsey 2009］を用いて，IntCal13 と Marine13［Reimer et 
al. 2013］の較正曲線を混合したモデルで計算を行った。混合率として上述したそれぞれの個体の海
産物寄与率を組み込んだ。地域特異的な Marine13 からの年代の偏差（Δ R 値）は 0 （14C years）
と仮定した。






















NO.376 ONGGG-376 不明 左側頭骨 501.16 21.2 4.2 PLD-37701 2828±20
G-1 III 下層 , 
No.850 ONGGG-850 不明 右側頭骨 543.77 18.66 3.4 PLD-37702 2596±21
TP1-3A, 

















1σ (68.2%) 2σ (95.4%)
ONGGG-376 -16.6 12.9 40.6 14.1 3.4 42.7 ± 11.6 885-805BC 920-780BC
ONGGG-850 -16.8 13.0 34.8 11.9 3.4 41.6 ± 11.4 725-510BC 755-425BC
ONGGG-1024 -16.9 12.7 42.1 14.6 3.4 37.5 ± 11.2 735-545BC 775-460BC
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［沖縄県うるま市所在遺跡出土貝塚時代の人骨と貝殻集積の年代学的調査］……木下尚子・坂本稔・瀧上舞
ONGGG-1024 は前 8-5 世紀の年代を示した（図 5B・5C）。較正年代でも，ONGGG-376 が他の 2
個体よりもやや古い時代に生存していた個体であることが示された。
Ⅴ　まとめ
（1）具志川グスク崖下地区の人骨 3 体の年代は紀元前 9 ～前 6 世紀を示し，これまでの調査で予想
された年代（貝塚後期）よりかなり古い結果となった。堆積状況等の検討が必要であろう。人骨の







（4）津堅貝塚では，同一集積の 3 個のアンボンクロザメがきわめて近い年代を示した。時期は 4 ～
5 世紀で，同じ層（Ⅶ層）で出土する大当原式土器の想定年代に対応する。発掘調査時に土器付着



















（2019 年 5 月 10 日受付，2019 年 8 月 5 日審査終了）
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図 5A　具志川グスク崖下地区出土古人骨の年代較正のグラフ（ONGGG-376）
図 5B　具志川グスク崖下地区出土古人骨の年代較正のグラフ（ONGGG-850）
Marine13
Marine13
IntCal13
IntCal13
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図 5C　具志川グスク崖下地区出土古人骨の年代較正のグラフ（ONGGG-1024）
Marine13
IntCal13
